
　「
板
橋
と
い
う
地
名
の
由
来
が
本
物
の

橋
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
」

　
今
月
の
二
三
男
く
ん
は
早
く
も
板
橋
区

役
所
で
予
習
し
て
き
ま
し
た
。
区
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
『
板
橋
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
２
０
１
９
』
を
隅
か
ら
隅
ま

で
熟
読
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
ず

は
「
板
橋
」
発
祥
の
地
を
目
指
し
て
、
旧

中
山
道
を
歩
い
て
き
た
の
で
す
。

　「
板
橋
宿
」
は 

日
本
橋
を
基
点
に
中
山

道
第
１
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
に
は
加
賀
藩
前

田
家
の
下
屋
敷
が
あ
る
な
ど
、
北
陸
・
上

信
越
方
面
の
交
通
の
要
所
、
江
戸
の
玄

関
口
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。「
板

橋
」
は
石
神
井
川
に
架
か
る
中
山
道
の

橋
で
、
江
戸
時
代
に
は
長
さ
９
間
（
16
・

２
㍍
）、
幅
３
間
（
５
・
４
㍍
）
の
太
鼓
橋

で
し
た
。

　
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
「
板
橋
」

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
に
架
け
替
え
ら

れ
、
同
年
10
月
に
板
橋
区
が
誕
生
し
ま
し

た
。
か
つ
て
の
宿
場
町
は
商
店
街
に
姿
を

変
え
ま
し
た
が
、
今
で
も
周
辺
に
は
多
く

の
名
所
や
史
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
歴
史

の
面
影
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
が
わ
ざ
わ
ざ
旧
中
山
道
を

歩
い
て
き
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
し

た
。人

口
総
数
の
急
激
な

減
少
は
避
け
た
い

　
板
橋
区
の
総
人
口
は
１
９
７
０
～

１
９
９
０
年
初
頭
ま
で
緩
や
か
に
増
加
し
、

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
か
ら
１
９
９
５

（
平
成
７
）
年
に
か
け
て
い
っ
た
ん
減
少

に
転
じ
た
も
の
の
、
近
年
は
再
び
緩
や
か

な
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
産
年

齢
人
口
（
15
～
64
歳
の
人
口
）
や
年
少
人

口
（
０
～
14
歳
の
人
口
）
が
減
少
傾
向
に

あ
る
一
方
で
、
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
の

人
口
）
は
、
平
均
寿
命
の
伸
び
な
ど
を
背

景
に
一
貫
し
て
増
加
が
続
き
、
１
９
９
５

（
平
成
７
）
年
に
は
年
少
人
口
を
上
回
り

ま
し
た
。

　
総
人
口
が
、
長
期
的
に
増
加
し
続
け
る

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
地

域
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
で
き
る
限

り
人
口
総
数
の
急
激
な
減
少
を
避
け
、
緩

や
か
に
推
移
す
る
よ
う
施
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
特
に
地
域
の

活
力
の
主
た
る
担
い
手
と
な
る
若
い
世
代

が
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備

歴
史
・
文
化
を
通
じ
て

           

過
去
を
継
承
し
、
未
来
を
創
造

「
も
の
づ
く
り
の
板
橋
」の
魅
力
発
信
で
交
流
人
口
増
加
を

江
戸
の
玄
関
口
と
し
て
賑
わ
っ
た
江
戸
時
代
の

「板
橋
」
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ま
た
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
よ
っ
て
期

待
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
の
訪

日
）の
増
加
を
契
機
と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
や
多
言
語
対
応
な
ど
「
も
て
な

し
の
心
」
に
よ
る
、
ま
ち
の
魅
力
創
造
・

発
信
に
取
り
組
む
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
内
外
の
交
流
都
市
や
特
別

区
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
特
別
区

全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
都
市
連
携
を
深
め
、
人
や
産
業
な
ど

の
交
流
を
さ
ら
に
促
進
し
、
お
互
い
に
共

存
共
栄
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
板
橋
区
の
４
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
区
内
外

か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
魅
力
発

信
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
い
た
ば
し
花
火
大
会
」
は
、
東
京
最

大
の
大
玉
「
尺
五
寸
玉
」
が
上
が
り
、
関

東
最
長
ク
ラ
ス
を
誇
る
「
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
」
が
見
ら
れ
る
夏
の
風
物
詩
。
板
橋

区
と
埼
玉
県
戸
田
町
（
現
戸
田
市
）
と
の

間
で
境
界
変
更
が
行
わ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
「
戸
田

橋
花
火
大
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
、
長
い
歴
史
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。ま
た
20
回
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
板

橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
金

沢
マ
ラ
ソ
ン
」
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

板
橋
区
・
金
沢
市
両
都
市
の
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
日

本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中

で
、
多
く
の
人
た
ち
に
訪
れ
て
も
ら
い
、

住
ん
で
も
ら
う
板
橋
区
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
二
三
男
く
ん
は
そ
の
た
め
に
区
が
ど
ん

な
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
知
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
の
板
橋
」

発
祥
の
地

　
二
三
男
く
ん
は
石
神
井
川
に
沿
っ
て

「
板
橋
」
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
歩
き
ま

し
た
。

　
加
賀
藩
下
屋
敷
が
置
か
れ
た
地
域
は
、

明
治
時
代
以
降
、
板
橋
火
薬
製
造
所
を
は

じ
め
と
す
る
陸
軍
造
兵
廠

し
ょ
う

が
形
成
さ
れ
、

板
橋
区
の
も
の
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
た

場
所
の
一
つ
で
す
。

　
造
兵
廠
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
度

重
な
る
組
織
変
更
と
用
地
拡
張
が
行
わ

れ
、
二
三
男
く
ん
の
い
た
時
代
、
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
に
は
北
区
側
が
東
京
第
一
、

板
橋
区
側
が
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
と
し

て
分
離
改
変
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
は
陸

軍
解
体
に
伴
い
、
広
大
な
敷
地
が
研
究
所

や
大
学
な
ど
の
文
教
地
区
や
中
小
の
工
業

用
地
、
住
宅
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
役
所
で
二
三
男
く
ん
は
、
こ
の

場
所
の
一
角
に
史
跡
公
園
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
は
、
加
賀
1
丁
目
に
所
在
す
る

「
加
賀
公
園
」「
旧
野
口
研
究
所
」「
旧
理

化
学
研
究
所
板
橋
分
所
」一
帯
を
近
代
化
・

産
業
遺
産
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景

や
重
要
な
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
認

め
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

決
め
た
の
で
す
。

　
石
神
井
川
の
桜
並
木
を
く
ぐ
る
と
、
加

賀
公
園
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
周

辺
が
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

陸
軍
造
兵
廠
だ
っ
た
時
代
し
か
知
ら
な
い

二
三
男
く
ん
は
、
緑
豊
か
な
公
園
や
閑
静

す
る
と
と
も
に
、
近
隣
・
隣
接
す
る
地
域

の
中
で
人
々
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
、

板
橋
区
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。 

　
二
三
男
く
ん
は「
板
橋
区
の
魅
力
っ
て
、

い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か
。
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
も
、
区
の
魅
力
に
惹
か
れ
て

多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
こ
の
街
に
住
も

う
と
思
っ
て
く
れ
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
な
」
と
疑
問
が
わ
き
ま
し
た
。

三
つ
の
戦
略
目
標

　『
総
合
戦
略
』
に
は
、
次
の
三
つ
の
戦

略
目
標
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
戦
略
目
標
Ⅰ
　
地
域
産
業
の
活
性
化

と
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」
で
は
、
企
業

誘
致
や
新
規
創
業
の
促
進
、
立
地
環
境
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
地
域
産
業
の
活
性
化

の
支
援
や
若
い
世
代
の
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
多
様
な
世

代
や
立
場
の
人
に
対
す
る
就
労
を
支
援
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

　「
戦
略
目
標
Ⅱ

　
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

地
域
団
体
、
事
業
者
、
大
学
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
、
板
橋
区
で
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な
ど
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
が
で
き
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
調
整
に
努
め
る

と
し
て
い
ま
す 

。

　「
戦
略
目
標
Ⅲ
　
都
市
の
連
携
・
再
生

と
超
高
齢
社
会
に
適
応
し
た
社
会
づ
く

り
」
で
は
、
駅
周
辺
の
安
心
・
安
全
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
と
し
て
い
ま

す
。 

　
二
三
男
く
ん
が
特
に
注
目
し
た
の
は
、

「
戦
略
目
標
Ⅲ
」
で
す
。

歴
史
・
文
化
を

次
世
代
に
継
承

　「
戦
略
目
標
Ⅲ
」
で
は
、 

目
標
を
達
成

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
「
都
市
連
携
・

交
流
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、「
い
た
ば
し
花
火
大
会
」「
板

橋
区
民
ま
つ
り
」「
板
橋
農
業
ま
つ
り
」「
板

橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
」
の
４
大
イ
ベ
ン

ト
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
契
機
と
し
て
、
芸

術
や
異
な
る
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充

を
図
り
、
さ
ら
な
る
誘
客
の
促
進
を
図
る

と
し
ま
し
た
。
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ま
た
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
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ク
競
技
大
会
に
よ
っ
て
期

待
さ
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
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（
外
国
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）の
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を
契
機
と
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
や
多
言
語
対
応
な
ど
「
も
て
な

し
の
心
」
に
よ
る
、
ま
ち
の
魅
力
創
造
・

発
信
に
取
り
組
む
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
内
外
の
交
流
都
市
や
特
別

区
全
体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
特
別
区

全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
都
市
連
携
を
深
め
、
人
や
産
業
な
ど

の
交
流
を
さ
ら
に
促
進
し
、
お
互
い
に
共

存
共
栄
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
板
橋
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の
４
大
イ
ベ
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は
、
区
内
外

か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
魅
力
発

信
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
い
た
ば
し
花
火
大
会
」
は
、
東
京
最

大
の
大
玉
「
尺
五
寸
玉
」
が
上
が
り
、
関

東
最
長
ク
ラ
ス
を
誇
る
「
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
滝
」
が
見
ら
れ
る
夏
の
風
物
詩
。
板
橋

区
と
埼
玉
県
戸
田
町
（
現
戸
田
市
）
と
の

間
で
境
界
変
更
が
行
わ
れ
た
の
を
記
念
し

て
、
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
「
戸
田

橋
花
火
大
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
が

始
ま
り
で
、
長
い
歴
史
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。ま
た
20
回
以
上
の
歴
史
を
持
つ「
板

橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
金

沢
マ
ラ
ソ
ン
」
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

板
橋
区
・
金
沢
市
両
都
市
の
交
流
の
場
と

な
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て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
日

本
全
体
が
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
る
中

で
、
多
く
の
人
た
ち
に
訪
れ
て
も
ら
い
、

住
ん
で
も
ら
う
板
橋
区
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
二
三
男
く
ん
は
そ
の
た
め
に
区
が
ど
ん

な
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
知
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
も
の
づ
く
り
の
板
橋
」

発
祥
の
地

　
二
三
男
く
ん
は
石
神
井
川
に
沿
っ
て

「
板
橋
」
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
歩
き
ま

し
た
。

　
加
賀
藩
下
屋
敷
が
置
か
れ
た
地
域
は
、

明
治
時
代
以
降
、
板
橋
火
薬
製
造
所
を
は

じ
め
と
す
る
陸
軍
造
兵
廠

し
ょ
う

が
形
成
さ
れ
、

板
橋
区
の
も
の
づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
た

場
所
の
一
つ
で
す
。

　
造
兵
廠
は
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
度

重
な
る
組
織
変
更
と
用
地
拡
張
が
行
わ

れ
、
二
三
男
く
ん
の
い
た
時
代
、
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
に
は
北
区
側
が
東
京
第
一
、

板
橋
区
側
が
東
京
第
二
陸
軍
造
兵
廠
と
し

て
分
離
改
変
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
後
は
陸

軍
解
体
に
伴
い
、
広
大
な
敷
地
が
研
究
所

や
大
学
な
ど
の
文
教
地
区
や
中
小
の
工
業

用
地
、
住
宅
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
役
所
で
二
三
男
く
ん
は
、
こ
の

場
所
の
一
角
に
史
跡
公
園
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
板
橋
区
は
、
加
賀
1
丁
目
に
所
在
す
る

「
加
賀
公
園
」「
旧
野
口
研
究
所
」「
旧
理

化
学
研
究
所
板
橋
分
所
」一
帯
を
近
代
化
・

産
業
遺
産
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
背
景

や
重
要
な
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
認

め
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

決
め
た
の
で
す
。

　
石
神
井
川
の
桜
並
木
を
く
ぐ
る
と
、
加

賀
公
園
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
周

辺
が
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

陸
軍
造
兵
廠
だ
っ
た
時
代
し
か
知
ら
な
い

二
三
男
く
ん
は
、
緑
豊
か
な
公
園
や
閑
静
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展
望
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
の
眺
望

　「
こ
ん
な
高
い
場
所
に
上
る
の
は
生
ま

れ
て
初
め
て
だ
！
」

　
二
三
男
く
ん
は
眼
下
に
広
が
る
絶
景
に

驚
き
な
が
ら
も
、
足
が
す
く
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
は
高

さ
１
４
１
・
70
㍍
、
地
上
27
階
、
地
下
4

階
建
て
。
そ
の
25
階
に
あ
る
展
望
ラ
ウ
ン

ジ
で
、
空
に
上
っ
た
気
分
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
こ
は
文
京
区
内
を
一
望
す
る
だ
け
で

な
く
、
西
に
新
宿
副
都
心
や
富
士
山
、
東

は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ま
で
約
３
３
０
度

の
眺
望
を
無
料
で
楽
し
め
ま
す
。
70
年
前

か
ら
訪
れ
た
二
三
男
く
ん
は
、
改
め
て
大

き
く
変
貌
し
た
東
京
の
姿
に
驚
き
ま
し

た
。

　
文
京
区
は
戦
前
か
ら
都
心
に
近
く
、
交

通
の
便
が
良
く
、
大
学
を
は
じ
め
多
く
の

学
校
が
区
内
に
設
立
さ
れ
、
人
口
が
増
加

し
て
き
ま
し
た
。
戦
時
中
に
戦
災
で
人
口

は
減
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
小
石
川
・
本

郷
両
区
が
合
併
し
、「
文
京
区
」が
誕
生
し
、

戦
前
に
も
増
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
文
京
区
が
戦
後
、
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
ど

こ
へ
向
か
う
の
か
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。

区
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
予
想

　
ま
ず
は
２
階
に
あ
る
行
政
情
報
セ
ン

タ
ー
に
向
か
い
、『
文
京
区
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
文
京

区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
』

を
読
み
ま
す
。

　
文
京
区
の
総
人
口
は
、
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
の
25
万
３
３
３
６
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
に
転
じ
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）

年
に
は
16
万
５
８
６
４
人
ま
で
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
増
加
に
転
じ
、

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
現
在
は

20
万
７
４
１
３
人
ま
で
回
復
し
て
い
ま

す
。

　「
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）」「
年

少
人
口
（
０
～
14
歳
）」「
老
年
人
口
（
65

共
助
の
力
で
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
む

多
様
な
主
体
が
支
え
る
〝
お
せ
っ
か
い
〟
の
輪

約３３０度の眺望を無料で楽しめ

る文京シビックセンターの展望ラ

ウンジ

な
住
宅
街
に
変
貌
し
た
地
域
を
見
て
感
慨

深
げ
で
す
。

こ
こ
に
し
か
な
い
歴
史
を

通
じ
て

　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
加

賀
地
区
に
形
成
さ
れ
た
近
代
的
な
火
薬
製

造
所
と
研
究
施
設
、
戦
後
、
日
本
の
頭
脳

が
集
っ
た
理
化
学
研
究
所
な
ど
は
、
都
内

有
数
の
も
の
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
発
展

し
て
い
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
産

業
や
科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
、
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
史
跡

公
園
と
し
て
整
備
す
る
エ
リ
ア
の
中
央
を

流
れ
る
石
神
井
川
は
、
過
去
に
は
交
通
路

と
し
て
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
火
薬
製
造

所
の
動
力
源
と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
で

は
川
沿
い
の
桜
並
木
と
と
も
に
四
季
が
織

り
な
す
景
観
が
多
く
の
人
々
に
憩
い
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
板
橋
区
は
こ
の
史
跡
公
園
の
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
を
、「
板
橋
の
歴
史
・
文
化
・
産

業
を
体
感
し
、
多
様
な
人
々
が
憩
い
、
語

ら
う
史
跡
公
園
」
と
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

し
か
な
い
歴
史
を
通
じ
て
、
板
橋
の
過
去

と
現
在
を
知
り
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
と

と
も
に
「
も
の
づ
く
り
の
板
橋
」
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
・
定
着
と
新
た
な

魅
力
の
創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
10
月
に
は
、

陸
軍
板
橋
火
薬
製
造
所
跡
は
、
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
史
跡
公
園
は

２
０
２
１
年
度
に
公
園
整
備
が
着
工
さ

れ
、
２
０
２
４
年
度
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
、

近
代
化
・
産
業
遺
産
を
保
存
・
活
用
し
た

都
内
初
の
史
跡
公
園
と
な
り
ま
す
。 

　
旧
中
山
道
板
橋
宿
は
、
Ｊ
Ｒ
板
橋
駅
か

ら
環
七
通
り
ま
で
約
２
・
４
㌔
に
わ
た
っ

て
商
店
街
が
続
き
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
す
。
旧
中
山
道
の
平
尾
の
追
分
で
分
岐

し
て
い
る
旧
川
越
街
道
も
、
東
武
東
上
線

の
大
山
駅
ま
で
商
店
街
が
連
な
り
、
大
山

駅
を
利
用
し
て
板
橋
区
役
所
や
文
化
会
館

へ
向
か
う
ル
ー
ト
と
し
て
区
民
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
大
山
駅
の
南
側
に
は

５
６
０
㍍
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
持
つ
「
ハ
ッ

ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
」
が
あ
り
、
区

内
最
大
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
商
店
街
の
賑
わ
い
と
、

史
跡
公
園
周
辺
の
自
然
豊
か
な
静
寂
感
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
こ
の
エ
リ
ア
全
体
の

大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
エ
リ
ア
内
に
は
加
賀
藩
下

屋
敷
が
置
か
れ
た
と
い
う
ゆ
か
り
か
ら
、

現
在
も
地
名
を
は
じ
め
学
校
や
橋
の
名
前

に
「
金
沢
」
や
「
加
賀
」
と
い
っ
た
名
を

残
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
板
橋
区
と
石

川
県
金
沢
市
と
の
交
流
の
足
掛
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
特
に
加
賀
地
区
に
整
備
さ
れ
る

史
跡
公
園
は
、
板
橋
の
魅
力
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
こ
の
周
辺
が
板
橋
の
魅

力
発
信
の
拠
点
と
な
る
で
し
ょ
う
。

板
橋
区
の
魅
力
を

発
信
す
る
拠
点
に

　
板
橋
区
役
所
を
出
て
、
旧
中
山
道
の
商

店
街
を
抜
け
て
、石
神
井
川
沿
い
を
歩
き
、

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
近
代
化
遺
産
を

見
て
き
た
二
三
男
く
ん
は
、
過
去
を
継
承

し
、
未
来
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
板
橋
区

が
誇
り
に
思
え
て
き
ま
し
た
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
僕
の
い
た
時
代
の
産

業
施
設
が
近
代
化
遺
産
の
遺
構
と
し
て
、

70
年
後
の
現
代
に
板
橋
の
魅
力
の
新
た
な

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
活
用
さ
れ
、
未
来
へ
継

承
し
て
い
こ
う
と
い
う
区
の
姿
勢
に
感
動

し
た
。
陸
軍
造
兵
廠
が
あ
っ
た
頃
は
戦
争

で
暗
い
時
代
だ
っ
た
け
れ
ど
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
こ
こ
で
も
の
づ
く
り
の
研

究
や
開
発
が
行
わ
れ
、
日
本
の
産
業
に
大

き
な
進
歩
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
の
場

所
が
、
公
園
や
学
校
、
住
宅
が
並
ぶ
地
域

に
な
り
、
近
代
化
遺
産
を
活
用
し
た
史
跡

公
園
が
で
き
る
。
こ
こ
を
拠
点
に
板
橋
区

の
魅
力
を
発
信
す
れ
ば
、
板
橋
区
の
ブ
ラ

ン
ド
力
も
高
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
人
が
板

橋
区
を
訪
れ
、
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
と

い
う
人
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
期

待
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
歩
い
て
ば
か
り
い
た
二
三
男
く

ん
は
、「
お
腹
が
空
い
た
か
ら
商
店
街
で

お
昼
御
飯
を
食
べ
よ
う
か
な
」
と
、
買
い

物
客
で
賑
わ
う
商
店
街
へ
と
小
走
り
で
向

か
い
ま
し
た
。
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